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国の税制改正により平成１９年から所得税・住民税が大きく変わります 6

１・２月の保健行事予定表 8

１月・２月の催し物 １０ 

第２７回吾北駅伝大会 １２ 

いのスポーツクラブのお知らせ １６ 

いの町観光協会からのお知らせ １８ 

●総人口　28,052（28,500）人 

●男　性　13,447（13,666）人 

●女　性　14,605（14,834）人 

●世帯数　11,177（11,176）世帯 
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１２月１４日開催の本川中学校での餅つき風景 
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平
成　

年
１９

年

頭

の

ご

あ

い

さ

つ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か
な
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
景
気
が
回
復
傾
向
に
あ
る
大
都
市

に
比
べ
、
地
方
で
は
ま
だ
ま
だ
閉
塞
感
を
拭

い
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
の
も
と
、
皆

さ
ま
に
は
、
昨
年
も
本
町
の
各
種
施
策
・
事

業
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
も
、
昨
年
は
「
い
の
町
行

政
改
革
大
綱
」
及
び
「
い
の
町
行
財
政
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
さ
ら
な
る
事
務

の
効
率
化
、
職
員
定
数
・
給
与
及
び
財
政
の

適
正
化
に
努
め
、
今
年
も
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
本
町

で
は
中
山
間
地
域
の
活
性
化
、
住
民
の
皆
さ

ま
の
生
活
基
盤
で
あ
る
道
路
関
連
事
業
、
環

境
保
全
対
策
、
地
域
安
全
対
策
及
び
旧
町
村

間
で
の
格
差
解
消
に
重
点
を
お
い
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、「
仁
淀
川

山
の
手
入
れ
で
元
気
モ
リ
モ
リ
事
業
」
の
拡

大
を
は
じ
め
、
水
源
か
ん
養
機
能
の
強
化
や

水
資
源
の
保
全
を
さ
ら
に
図
る
一
方
、
高
知

県
に
よ
る
「
環
境
先
進
企
業
と
の
協
働
の
森

づ
く
り
事
業
」
と
し
て
、
本
川
地
区
で
は
三

井
物
産
株
式
会
社
と
、
吾
北
地
区
で
は
太
陽

石
油
株
式
会
社
と
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定
を
締

結
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
域
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
伊
野
地
区

の
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
の
着
手
、
本
川

地
区
の
嶺
北
消
防
か
ら
仁
淀
消
防
へ
の
所
管

変
更
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
株
式
会
社

サ
ニ
ー
マ
ー
ト
と
の
「
災
害
時
に
お
け
る
物

資
の
供
給
に
関
す
る
協
定
」
や
伊
野
地
区
建

設
業
協
会
・
吾
北
地
区
建
設
協
会
・
本
川
地

区
建
設
複
合
協
会
と
の
「
災
害
時
の
応
急
対

策
活
動
協
力
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
の
懸
案
で

あ
っ
た
宇
治
川
流
域
の
治
水
対
策
も
本
年
３

月
ま
で
に
は
新
宇
治
川
放
水
路
が
完
成
し
、

現
在
工
事
を
し
て
い
る
天
神
ケ
谷
川
も
概
成

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
大
き
く
前

進
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
域
格
差
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
吾
北
地

区
へ
の
歯
科
医
院
誘
致
、
吾
北
地
区
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
の
着
工
な
ど
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
い
の
町
歌
の

完
成
、
伊
野
南
墓
地
公
園
の
使
用
者
の
募
集

受
付
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
合
併
後
三
年
を
迎
え
ま
す
。

「
ひ
と
」
と
「
ひ
と
」、「
ま
ち
」
と
「
ま
ち
」

と
の
絆
を
よ
り
一
層
深
め
、
こ
れ
か
ら
も

「
豊
か
な
自
然
と
心
に
出
会
え
る
ま
ち
」
を

皆
さ
ま
と
と
も
に
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
ま
し

て
、
私
か
ら
の
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま

方
に
は
希
望
あ
る
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
も
３
年
目
に
入
り
ま

し
た
。

　

昨
年
い
の
町
に
あ
っ
て
は
、
本
川
地
区
を

担
当
す
る
消
防
組
織
が
仁
淀
消
防
に
代
わ

り
、
高
知
西
バ
イ
パ
ス
工
事
に
伴
う
墓
地
公

園
使
用
者
の
募
集
も
開
始
さ
れ
た
ほ
か
、
い

の
町
観
光
協
会
も
設
立
さ
れ
、
各
地
区
で
受

け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
あ
る
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
、
地
域
間
交
流
が
促
進
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
年
に
は
、
吾
北
地
区
に
念
願
の
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
を
始
め
、
重
要
課
題
で

あ
る
仁
淀
病
院
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
調
査
結
果
を
も
と

に
再
建
、
整
備
に
つ
い
て
の
具
体
案
が
あ
げ

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
新
宇
治
川
放
水
路
や
天
王
・
池
ノ

内
地
区
と
伊
野
地
区
を
結
ぶ
農
免
道
路
も
竣

工
さ
れ
、
春
に
は
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
高
知
西
バ
イ
パ
ス
工
事
に
つ
い
て

も
国
道
か
ら
仁
淀
病
院
前
を
通
り
南
へ
の
道

路
拡
張
工
事
等
の
周
辺
整
備
と
と
も
に
、
早

期
完
成
と
供
用
を
目
指
し
て
順
調
に
進
ん
で

お
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
今
、
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
に
、
山
林
資
源
の
保
全
が

あ
り
ま
す
。
仁
淀
川
上
流
や
吉
野
川
源
流
、

さ
ら
に
は
西
条
へ
と
北
に
広
が
る
林
野
で

す
。
放
置
さ
れ
て
い
た
人
工
林
を
再
生
す
る

「
仁
淀
川
山
の
手
入
れ
で
元
気
モ
リ
モ
リ
事

業
」、
降
雨
の
た
び
に
災
害
の
発
生
す
る
山

地
を
守
る
「
治
山
・
治
水
工
事
」、
国
土
を

保
全
す
る
「
緑
の
ダ
ム
事
業
」
を
、
三
大
重

点
施
策
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

す
。
山
間
部
に
い
き
い
き
と
し
た
生
活
実
感

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、「
豊

か
な
自
然
と
心
に
出
会
え
る
ま
ち
・
い
の
」

の
建
設
は
、
始
ま
ら
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

　

高
知
県
で
「
い
の
一
番
に
合
併
」
し
た
効

果
が
目
に
見
え
て
実
感
で
き
る
よ
う
に
、
私

ど
も
議
会
は
気
持
ち
を
新
た
に
、
民
意
を
反

映
し
た
地
域
の
特
性
が
活
か
せ
る
新
た
な
産

業
構
造
を
確
立
し
て
、
安
定
し
た
生
活
が
約

束
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
住
民
と

と
も
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

四
月
に
は
県
議
会
議
員
の
選
挙
が
あ
り
ま

す
。
高
知
県
の
中
心
に
位
置
し
、「
明
る
く

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
わ
が
町
を

応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
を
強
く
希
望
し
ま

す
。

　

結
び
に
、
将
来
へ
の
夢
と
希
望
の
実
現
に

向
け
て
、
確
か
な
歩
み
を
進
め
る
力
強
い
一

年
に
な
る
こ
と
を
念
じ
、
加
え
て
皆
さ
ま
方

の
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
す
。

いの町長

塩田　　始

いの町議会議長

土居　豊榮
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広報いの　1月号

　

新
た
に
消
防
団
に
入
団
さ
れ
た

方
を
紹
介
し
ま
す
。
地
域
で
の
消

防
・
防
災
活
動
に
お
け
る
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に

お
き
ま
し
て
も
新
入
団
員
の
消
防

団
活
動
に
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

伊
野
方
面
隊

　

枝
川
分
団　
　

信
佐
隆
一
さ
ん

吾
北
方
面
隊

　

上
八
川
分
団　

隅
田
芳
助
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

門
脇
幸
秀
さ
ん

１
月
７
日（
日
）

　

い
の
町
消
防　

出
初
式 

　

秋
の
火
災
予
防
週
間
中
の　

月
１１

　

日（
日
）、
高
知
県
消
防
学
校
に

１２お
い
て
、
い
の
町
消
防
団
伊
野
方

面
隊
の
秋
季
演
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
演
習
は
、
仁
淀
消
防

署
員
の
指
導
の
も
と
、
敬
礼
や
行

進
の
仕
方
な
ど
、
消
防
団
の
基
礎

と
な
る
礼
式
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の

で
、
訓
練
は
、
各
分
団
に
わ
か
れ

て
の
停
止
間
の
動
作
、
行
進
間
の

動
作
・
敬
礼
の
要
領
な
ど
を
繰
り

返
し
行
い
ま
し
た
。

　

抜
け
る
よ
う
な
秋
空
の
も
と
、

団
員
は
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
号
令

や
規
律
正
し
い
動
作
、
ま
た
、
分

列
行
進
の
訓
練
を
繰
り
返
し
、
当

初
の
目
標
ど
お
り
の
成
果
を
あ
げ

て
訓
練
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

仁
淀
消
防
組
合
で
は
、
管
内

（
い
の
町
・
春
野
町
・
日
高
村
）の
方

よ
り
防
火
標
語
・
図
画
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
秀
作
ぞ
ろ
い
で
し
た

が
、
次
の
と
お
り
優
秀
作
品
、
優

良
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
【
防
火
標
語
の
部
】

　

優
秀

　
　

火
は
ね
ら
う　

あ
な
た
の
見

せ
た　

そ
の
隙
を

　
　
（
本
川
中
学
校

 

１
年　

高
井　

郁
弥
さ
ん
）

　　

優
良

　
　

消
え
た
か
な　

あ
な
た
の
家

の　

小
さ
な
火

　
　
（
本
川
中
学
校

 

１
年　

玉
井　

義
久
さ
ん
）

　
　

火
事
の
も
と　

あ
な
た
の
心

で　

止
め
ら
れ
る

　
　
（
吾
北
中
学
校

 

２
年　

玉
川　

良
磨
さ
ん
）

　
　

忘
れ
ず
に　

出
か
け
る
前
は

　

消
し
て
い
く

　
　
（
吾
北
中
学
校

 

２
年　

近
澤　

成
男
さ
ん
）

　
【
防
火
図
画
の
部
】

　

優
秀

　
　

伊
野
南
小
学
校

 

４
年　

大
村
あ
い
す
さ
ん

　
　

伊
野
南
小
学
校

 

４
年　

谷　

め
ぐ
み
さ
ん

　
　

伊
野
南
小
学
校

 

４
年　

宮
治　
　

樹
さ
ん

　
　

枝
川
小
学
校

 

４
年　

篠
藤　

直
人
さ
ん

　
　

上
八
川
小
学
校

 

４
年　

川
村　

圭
志
さ
ん

　
　

日
下
小
学
校

 

４
年　

山
闢　
　

悠
さ
ん

　
　

日
下
小
学
校

 

４
年　

山
本　

涼
介
さ
ん

　
　

加
茂
小
学
校

 

４
年　

岡
添　

正
栄
さ
ん

　　

防
火
標
語
優
秀
作
品
は
、
消
防

本
部
、
各
分
署
庁
舎
前
面
に
１
年

間
掲
示
し
、
防
火
広
報
に
役
立
た

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

入
賞
者
の
標
語
と
図
画
を
使
用

し
て
、
平
成　

年
の
防
火
カ
レ
ン

１９

ダ
ー
を
作
成
し
ま
す
。
管
内
の
学

校
・
病
院
・
事
業
所
等
に
掲
示
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
火
災

予
防
の
啓
発
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

平
成　

年　

月　

日（
火
）

１８

１１

２１

 

本
川
中
学
校
に
て

表彰式

防
火
標
語
表
彰
式

　
（
平
成　

年
用

１９防
火
カ
レ
ン
ダ
ー
）

秋季演習

伊
野
方
面
隊

秋
季
演
習
を
実
施

新
入
団
員
の

紹
介

１
月
の
消
防
団

行
事
予
定

防
火
標
語
の
部
で
優
秀
の
表
彰
を

受
け
る
高
井
郁
弥
さ
ん

仁
淀
消
防
組
合
管
内 

統
一
防
火
標
語
決
ま
る 

防火標語 
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秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
（
期

間　

月
９
〜　

日
）
に
合
わ
せ
、

１１

１５

幼
稚
園
、
保
育
園
で
そ
れ
ぞ
れ
結

成
さ
れ
て
い
る
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
、
町
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち

は
、
消
防
団
員
や
仁
淀
消
防
署
員

な
ど
と
と
も
に
商
店
街
を
元
気
に

パ
レ
ー
ド
。
か
わ
い
い
子
ど
も
た

ち
が
鼓
笛
の
演
奏
を
披
露
し
な
が

ら
「
火
の
用
心
」
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。
火
災
の
起
き
や
す
い
時
期

で
す
。
気
を
引
き
締
め
て
火
災
予

防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

　

東
浦
地
区
自
主
防
災
会
で
は　
１１

月　

日
、
次
の
南
海
地
震
な
ど
の

１８
災
害
に
備
え
防
災
マ
ッ
プ
を
も
と

に
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調

査
に
は
住
民
、
消
防
団
、
土
木
事

務
所
、
県
地
域
応
援
団
ら
約　

人
４０

が
参
加
し
、
地
区
を
３
班
に
分
け

危
険
箇
所
や
消
火
栓
の
位
置
、
避

難
経
路
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
現
地
で
気
が
つ
い
た
点

を
地
図
に
記
入
し
、
今
後
の
自
主

防
災
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
分
た
ち
の

住
ん
で
い
る
地
区
で
も
知
ら
な
い

こ
と
が
多
か
っ
た
。」「
日
ご
ろ
か

ら
の
地
域
内
の
連
携
が
重
要
。」な

ど
の
意
見
が
あ
り
、
防
災
意
識
の

高
揚
と
今
後
の
活
動
に
つ
な
が
る

有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
の
町
で
は
、
地
域
防
災
行
政

の
一
つ
と
し
て
自
主
防
災
組
織
の

育
成
・
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

大
規
模
災
害
時
に
は
各
地
で
多

発
す
る
被
害
に
対
し
て
、
公
的
防

災
機
関
が
十
分
対
処
で
き
な
い
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

の
に
地
域
住
民
に
よ
る
防
災
活
動

が
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
が
、

災
害
発
生
時
に
地
域
ぐ
る
み
で
力

を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
の
組
織
的
な
防
災
活
動
が
必

要
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
住
民
同
士

が
協
力
し
て
自
発
的
に
つ
く
る
も

の
で
、
地
域
防
災
活
動
の
拠
点
に

な
り
ま
す
。
あ
な
た
の
ま
ち
で
も

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

せ
ん
か
？

　

い
の
町
で
は
、
自
主
防
災
組
織

育
成
・
整
備
事
業
と
し
て
、
自
主

防
災
組
織
に
対
し
、
資
機
材
等
の

整
備
に
か
か
る
費
用
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
自
分
た
ち
の

地
区
に
も
自
主
防
災
組
織
を
。」と

考
え
て
い
る
方
、
詳
し
い
説
明
を

聞
き
た
い
方
等
、
是
非
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

 

� 
８
９
３
―
１
１
１
３

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
課

 

� 
８
６
７
―
２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
課

 

� 
８
６
９
―
２
１
１
２

パレード

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

秋
季
防
火
パ
レ
ー
ド

自主防災会

東
浦
地
区

　
　

自
主
防
災
会

危
険
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク

自主防災組織

あ
な
た
の
ま
ち
に

自
主
防
災
組
織
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

　高知県電子応用装置、電子部品・デバイス製造業

最低賃金が、次のとおり改正となりました。 

　高知県内の最低賃金は、このほかに、高知県最低
賃金（時間額６１５円）、高知県一般貨物自動車運送業
最低賃金（時間額９１０円）、高知県道路貨物運送業最
低賃金（時間額７２０円）があります。
問い合わせ

　高知労働局賃金室
　　� ８８５―６０２４

産業別最低賃金改正

時間額時間額 
711円 
時間額 
711円 



５
広報いの　1月号

対
象
者

　

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成　

年
４
月
１
日
に
お
い

17

て
、
公
的
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
お
一
人
。

１　

弔
慰
金
の
受
給
権
者

２　

戦
没
者
等
の
子

３　

①
父
母　

②
孫 
③
祖
父
母

　
　

④
兄
弟
姉
妹

　
　
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を

有
し
て
い
な
か
っ
た
方
等
は

除
か
れ
ま
す
。）

４　

右
記
３
以
外
の

　
　

①
父
母　

②
孫 
③
祖
父
母

　
　

④
兄
弟
姉
妹

５　

右
記
１
〜
４
以
外
の
三
親
等

内
の
親
族

　
　
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で

引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
ら

れ
ま
す
。）

支
給
内
容

　

額
面　

万
円
、　

年
償
還
の
記

40

10

名
国
債

請
求
期
間

　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

20

31

　

戦
傷
病
者
を
長
年
介
護
さ
れ
て

き
た
妻
の
ご
苦
労
に
対
し
、
国
と

し
て
慰
藉
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
戦
傷
病
者
の
妻
に
支
給
す

る
も
の
で
す
。

戦
傷
病
者
と
は
、
次
の
給
付
を
受

け
て
い
る
方
で
す

○
恩
給
法
に
よ
る
増
加
恩
給
・
傷

病
年
金
・
特
例
傷
病
恩
給
・
傷

病
賜
金

○
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
障
害
年
金
・
障
害
一

時
金
又
は
、
旧
令
共
済
組
合
特

別
措
置
法
に
よ
る
傷
病
年
金
・

一
時
金
（
障
害
程
度
第
５
款
症

以
上
）

対
象
者

◎
前
回
「
第　

回
特
別
給
付
金
」

１８

又
は
「
第　

回
特
別
給
付
金
」

２０

を
受
給
さ
れ
て
い
た
戦
傷
病
者

の
妻
の
場
合

○
平
成　

年　

月
１
日
現
在
の
現

18

10

況
が
前
回
請
求
時
と
変
更
の
無

い
方

○
戦
傷
病
者
の
方
が
平
成
８
年　
10

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３
月　

15

31

日
ま
で
の
間
に
亡
く
な
ら
れ
た

方

◎
新
た
に
戦
傷
病
者
の
妻
に
な
ら

れ
た
場
合

○
平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成

13

　

年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
、

15夫
が
戦
傷
病
者
と
し
て
、
上
記

増
加
恩
給
等
の
受
給
権
を
取
得

し
た
方

○
平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成

13

　

年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
、

15戦
傷
病
者
と
し
て
、
上
記
増
加

恩
給
等
を
受
給
し
て
い
る
者
と

婚
姻
さ
れ
た
方

請
求
期
間

　

平
成　

年
９
月　

日
ま
で

２１

３０

　
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課

（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

 

� 
８
９
３
―
３
８
１
０

　

吾
北
総
合
支
所
ほ
け
ん
福
祉
課

 

� 
８
６
７
―
２
３
１
２

　

本
川
総
合
支
所
ほ
け
ん
福
祉
課

 

� 
８
６
９
―
２
１
１
４

�人権擁護委員無料相談のご案内

開　催　場　所相談時間今月の相談日地区

伊 野 公 民 館１０時～１５時１月１７日（水）伊野

吾北中央公民館〃１月１１日（木）吾北

�人権擁護委員の連絡先

電話番号住　　所氏　名

８９２－２５１３いの町６４６６－５杉本　寛子

８９２－１６６０　〃　神谷８７１尾闢　千秋

８９１－５４４３　〃　天王南３丁目９－１西川田鶴子

８９３－１７６９　〃　枝川２８１９楠瀬　博邦

８９２－３６３５　〃　波川６１０－３高瀬　科子

８６７－３２２４　〃　下八川丙６４４－１曽我　定子

８６９－２５００　〃　大森９１－１４岡林　瑞子

�法務局相談窓口・問い合わせ
（祝休日を除く月曜日から金曜日まで　受付８：３０～１７：００）

８９３－０３４３高知地方法務局いの支局（いの町１２９０－４）

お知らせ

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

第
８
回
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
ま
す

お知らせ

戦
傷
病
者
の
妻
の
方
々
へ

　
特
別
給
付
金
が

　　　　
支
給
さ
れ
ま
す

ぐりぐらひろばからのお知らせ 
　親子が集える遊びの広場“ぐりぐらひろば”を、いの町総合健康
センターで平日開催しています。お気軽にお越しください。
　ぐりぐらひろばでは、２か月に１度の「ホッとママ講座」や、各保
育園に出向いて遊びの広場「てくてくひろば」も行っています。

てくてくひろばのご案内
　　1月25日（木）　神谷保育園
　　　　（9：30～11：30）

　　�冬の遊び�
　　※雨天の場合は室内遊び

�犬とのふれあい�
　日時　１月３０日（火）　１０：００～１１：３０
　場所　いの町総合健康センター内　集会室
　定員　親子で２５組
　受付　１月１５日（月）～
　《申し込みの際、アレルギーに関するアンケートを取らせ
ていただきます。》

ホッとママ講座

☆問い合わせ
ぐりぐらひろば 
� 892－3151



６
広報いの　1月号

国の税制改正 により  
平 成 1 9 年 か ら所得税・住民税 が  
大きく変わり ます  

国の税制改正 により  
平 成 1 9 年 か ら 所得税・住民税 が  
大きく 変わります  

　平成１９年から税源移譲により、国の税収が減り、地方の税収が増えることになります。およそ
３兆円の税源が、国から地方へ移譲されます。これにより、住民はより身近で、よりよい行政サー
ビスを受けられるようになります。 

■ 何がどう変わる？ 

グラフ1 
　住民税の税率 

　住民税は増えますが、所得税の税率を変えることで税額を減らして調整をするため「住民税＋所
得税」での負担は変わりません。しかし、定率減税の廃止や６５歳以上の方の経過措置により、税
負担は増加します。 

■ 税負担はどうなる？ 

　定率減税は、所得税については平成１９年分から、住民税については平成１９年６月徴収分から廃
止されます。 

問い合わせ　税務課　　 893‐1118　・　伊野税務署　　 893‐1121

■ 定率減税の廃止 

平成18年度分まで 平成18年度分まで 

グラフ2 
　所得税の税率 

平成18年分まで 平成18年分まで 

平成19年度分から 平成19年度分から 

平成19年分から 平成19年分から 

5% 8%
10%

13%
10%

0～ 

0～ 0～ 195～ 330～ 695～ 900～ 1800～ 330～ 900～ 1800～ 

0～ 700～ 
（単位：万円） 

（単位：万円） （単位：万円） 

（課税所得） 

（課税所得） 

200～ 

3%

10%
20%

30%
37% 40%

33%
23%20%

10%
5%

3% 4%（県民税） 

6%（町民税） 

一律10%

6段階に細分化 

2%

●夫婦＋子ども２人の場合
負担
増減額

＝
税源移譲後（単位：円）

�
税源移譲前（単位：円）

給与収入
合　計住民税所得税合　計住民税所得税

0円9,0009,00009,0009,0000300万円
0円195,000135,50059,500195,00076,000119,000500万円
0円459,000293,500165,500459,000196,000263,000700万円
0円1,130,000539,500590,5001,130,000442,000688,0001,000万円

　

平
成　

年
度
（
平
成　

年
４
月

１９

１９

１
日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま

２０

３１

で
の
１
年
間
）
に
い
の
町
が
発
注

す
る
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
の
購
入

（
製
造
）、
役
務
の
提
供
等
の
一

般
競
争
（
指
名
競
争
）
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書
の
受
付
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間

　

１
月　

日（
月
）〜

１５

 

２
月　

日（
水
）

２８

　

持
参
又
は
郵
送
（
郵
送
の
場
合

は
当
日
消
印
有
効
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、
宅
配
便
に
よ
る
場
合
は
２

月　

日
必
着
と
し
ま
す
。）

２８
有
効
期
間

　

平
成　

年
度
（
平
成　

年
４
月

１９

１９

１
日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま

２０

３１

で
の
１
年
間
）

　

詳
し
い
申
請
書
の
受
付
方
法
に

つ
い
て
は
、
い
の
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ

　

技
術
監
理
課

 

� 
８
９
３
―
１
１
１
４

お知らせ

平
成　

年
度
入
札
参
加

１９

資
格
審
査
申
請（
指
名

願
）の
受
付
に
つ
い
て



７
広報いの　1月号

国の税制改正により  
平 成 1 9 年 か ら 所得税・住民税が  
大きく変わります  

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
お

よ
び
共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ

れ
る
老
齢
又
は
退
職
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金
は
、
所
得
税
法
上

「
雑
所
得
」と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、

課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
で

は
、
老
齢
年
金
の
受
給
者
全
員
に

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

を
送
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す（
毎
年
１
月
下
旬
）。

　

こ
の
「
源
泉
徴
収
票
」
に
は
、

平
成　

年
中
に
支
払
わ
れ
た
年
金

１８

の
総
額
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

た
介
護
保
険
料
の
金
額
、
源
泉
徴

収
税
額
及
び
控
除
内
容
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
際
に
は
、こ
の「
源

泉
徴
収
票
」が
必
要
で
す
の
で
、大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

に
つ
き
ま
し
て
は
、
課
税
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
た
め
「
源
泉
徴

収
票
」
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

歳
に
な
る
と
み
ん
な
「
国
民

２０
年
金
」
に
加
入
し
な
い
と
い
け
な

い
こ
と
、
ご
存
じ
で
す
か
？
「
国

民
年
金
」
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
収
入
が
と
だ

え
て
も
、
誰
も
が
安
心
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
社
会
全
体
で
支

え
合
う
制
度
で
す
。

　
　

歳
に
な
る
と
、
ま
ず
年
金
手

２０
帳
と
納
付
案
内
書
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
そ
の
年
金
手
帳
に
記
載
さ

れ
た
基
礎
年
金
番
号
は
、
年
金
を

受
給
す
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
会

社
に
就
職
す
る
と
き
な
ど
一
生
涯

使
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

　
「
国
民
年
金
」
は
、
学
生
の
皆
さ

ま
に
も
保
険
料
の
納
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
以
外
の　

歳
台
の

２０

方
に
は
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
制
度
も
、
お
住
ま
い

の
市
町
村
役
場
・
国
民
年
金
担
当

窓
口
に
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
年
金
相
談
の
受
付
時
間
延
長

　

１
月
９
日（
火
）は
、
県
内
４
つ

の
社
会
保
険
事
務
所
で
、
年
金
相

談
の
受
付
時
間
を　

時
ま
で
延
長

１９

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、高
知
東
社
会
保
険
事
務

所
で
は
、１
月　

日（
月
）・　

日

１５

２２

（
月
）・　

日（
月
）に
つ
き
ま
し
て

２９

も
年
金
相
談
の
受
付
時
間
を　

時
１９

ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

○
第
２
土
曜
日
は
年
金
相
談
日

　

１
月　

日（
土
）は
、
県
内
４
つ

１３

の
社
会
保
険
事
務
所
で
、
９
時　
３０

分
か
ら　

時
ま
で
年
金
相
談
を

１６

行
っ
て
い
ま
す
。

　

通
常
よ
り
混
雑
も
少
な
い
で
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
年
金
相
談
の
予
約

　

県
内
の
社
会
保
険
事
務
所
で

は
、
第
２
土
曜
日
、
時
間
外
年
金

相
談
の
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１

か
月
前
か
ら
電
話
に
よ
る
予
約
を

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

高
知
西
社
会
保
険
事
務
所

 

� 
８
７
５
―
１
７
１
７

　

最
近
、
保
健
所
の
許
可
な
く
個

人
墓
地
を
設
置
す
る
事
案
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
設
置
の
際
に
は

「
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法

律
」、「
高
知
県
墓
地
、
埋
葬
等
に

関
す
る
法
律
施
行
条
例
」
に
よ
り

県
知
事（
保
健
所
）の
許
可
を
得
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
改
葬
（
埋
葬
し
た
お
骨

を
他
の
墳
墓
に
移
す
こ
と
）
の
際

に
も
町
長
の
許
可
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

個
人
墓
地
設
置
、
改
葬
を
お
考

え
の
方
は
、
事
前
に
環
境
課
又
は

中
央
西
福
祉
保
健
所
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

 

� 
８
９
３
―
１
１
６
０

　

中
央
西
福
祉
保
健
所

 
� 
０
８
８
９
‐
２
２
‐
１
２
８
６

　
だ
よ
り 

国
民
年
金 

お知らせ
「　

歳
に
な
っ
た
ら

２０

国
民
年
金
」

お知らせ

休
日
・
時
間
外

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

（
１
月
）

お知らせ
「
平
成　

年
分

１８
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」

が
送
付
さ
れ
ま
す

お知らせ

個
人
墓
地
設
置
・
改
葬

の
際
は
保
健
所
又
は
町

の
許
可
が
必
要
で
す



８
広報いの　1月号

１ ・ 2 月 の 保 健 行 事 予 定 表 
（１月１日～１０日の予定は、広報１２月号をご覧ください。都合により変更する場合がありますのでご了承ください。） 

□乳幼児関係
時　間場　　所日　程内　　容

９：３０～１０：３０

天王コミュニティーセンター１／１７（水）

育児相談 すこやかセンター伊野１／２４（水）

枝川コミュニティセンター２／７（水）

Ｈ１５．６．１０～Ｈ１５．８．１１生

１３：００～１４：００
すこやかセンター伊野

１／１１（木）３歳児健診

健　診 Ｈ１８．５．１７～Ｈ１８．７．２５生１／２５（木）７か月児健診

Ｈ１７．６．８～Ｈ１７．８．８生２／８（木）１歳６か月児健診

９：５０集合１／２６（金）離乳食講習会

　
「
離
乳
食
っ
て
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
。」そ
ん
な
疑
問
も
解
決
で
き

る
初
期
、
中
期
、
後
期
の
離
乳
食

ク
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
当
日

は
お
子
さ
ま
の
託
児
も
あ
り
ま

す
。気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
日
時　

１
月　

日（
金
）

２６

　
　
　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

（
受
付
９
時　

分
集
合
）

５０

　

途
中
か
ら
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

　
場
所　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野

　
　
　

食
生
活
改
善
教
室

　
持
参
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル

　
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

１
月　

日（
水
）ま
で

２４

　

ほ
け
ん
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

 

� 
８
９
３
―
３
８
１
１

　

吾
北
総
合
支
所
ほ
け
ん
福
祉
課

 

� 
８
６
７
―
２
３
１
２

　

本
川
総
合
支
所
ほ
け
ん
福
祉
課

 

� 
８
６
９
―
２
１
１
４ 

　

予
防
接
種
は
、
病
気
に
対
す
る

抵
抗
力
を
つ
く
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
そ
の
病
気
に
か
か
り
に
く
く

な
っ
た
り
、
か
か
っ
て
も
軽
く
す

む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
予
防
接
種

を
す
る
こ
と
に
よ
り
子
ど
も
た
ち

を
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
平
成　

年
６
月
２
日
か

１８

ら
施
行
と
な
り
ま
し
た
、
麻
し
ん

及
び
風
し
ん
の
予
防
接
種
は
、
第

１
期
が
、
１
歳
か
ら
２
歳
未
満
、

第
２
期
が
、小
学
校
就
学
ま
で
の

１
年
間
の
接
種
時
期（
年
長
児
）と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

改
正
前
に
麻
し
ん
単
独
・
風
し

ん
単
独
で
接
種
が
済
ん
で
い
る
場

合
、両
方
未
接
種
の
場
合
、ど
ち
ら

か
片
方
の
み
接
種
が
済
ん
で
い
る

場
合
も
、２
期
接
種
の
対
象
で
す
。

　

い
の
町
へ
の
転
入
等
で
、
予
診

票
を
お
持
ち
に
な
っ
て
い
な
い
方

は
、
ほ
け
ん
課
・
各
総
合
支
所
ほ

け
ん
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
予
防
接
種
の
対
象
年

齢
等
に
つ
い
て
は
、
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
の
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
課

（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

 

� 
８
９
３
―
３
８
１
１

吾
北
総
合
支
所
ほ
け
ん
福
祉
課

 

� 
８
６
７
―
２
３
１
２

本
川
総
合
支
所
ほ
け
ん
福
祉
課

 

� 
８
６
９
―
２
１
１
４

ご　案　内
『
離
乳
食
講
習
会
』

の
ご
案
内

ご　案　内

予
防
接
種
は　
　

お
済
み
で
す
か
？

 い
の
町
成
山
１
３
２
７
番

　

小
森　

武
様
か
ら

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
偕

楽
荘
の
た
め
に
多
額
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

偕
楽
荘

　　

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お　

礼



９
広報いの　1月号

　
　

月　

日
、
い
の
警
察
署
や
中

１１

１７

央
西
福
祉
保
健
所
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
「
薬
物
乱
用
防
止
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
教
室
に

よ
り
、
正
し
い
知
識
を
学
習
す
る

こ
と
で
魔
の
手
か
ら
逃
れ
る
こ
と

や
撲
滅
の
た
め
に
協
力
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。
保
健
師
さ
ん
か

ら
は
、「
薬
物
乱
用
を
考
え
る
」
と

題
し
て
薬
物
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
知
識
や
恐
ろ
し
さ
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

薬
物
は
、
１
回
で
も
乱
用
す
る
と

使
っ
た
人
は
も
ち
ろ
ん
持
っ
て
い

た
人
も
、
ま
た
、
人
に
勧
め
た
り

し
て
も
罪
に
な
り
、
逮
捕
さ
れ
る

こ
と
を
聞
き
、
こ
と
の
重
大
さ
を

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
薬
物
に
は
二
つ
の
顔
が

あ
っ
て
一
つ
は
天
使
の
顔
（
興
奮

作
用
・
幻
覚
作
用
・
弛
緩
作
用
）

と
死
神
の
顔
（
体
へ
の
害
・
心
の

害
）で
あ
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、依
存
に
な
る
と
三
つ

の
死（
心
・
脳
・
体
）が
待
っ
て
い
る

こ
と
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

警
察
署
の
方
か
ら
は
、
補
導
状

況
や
そ
れ
に
伴
う
法
律
関
係
の
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、薬
物
乱
用
防
止
キ
ャ
ラ

バ
ン
カ
ー
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。こ
の
教
室
を
通
し
て
薬
物
乱

用
の
怖
さ
を
知
り
、防
止
の
た
め
に

意
識
を
高
く
持
た
な
け
れ
ば
と
思

い
を
あ
ら
た
に
し
ま
し
た
。

　
　

人
、　

人
、　

人
。こ
れ
は
あ

１２０

２５６

４１４

る
こ
と
が
原
因
で
一
年
間
に
高
知

県
内
で
亡
く
な
る
人
の
数
を
表
し

て
い
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
、何
の
数

字
で
し
ょ
う
か
？

　

冒
頭
の
三
つ
の
数
字
は
平
成　
１６

年
高
知
県
の
人
口
動
態
統
計
に
お

け
る
死
亡
者
数
を
表
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
、交
通
事
故
、自
殺
、肺

が
ん
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
方
の
数

で
す
。自
殺
が
交
通
事
故
死
の
倍

以
上
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
か

さ
れ
ま
す
。（
ち
な
み
に
、肺
が
ん

死
は
自
殺
の　

倍
、交
通
事
故
死

１．６

の　

倍
で
す
の
で
、喫
煙
は「
ゆ
る

３．４
や
か
な
自
殺
」と
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。現
在
喫
煙
さ
れ
て
い

る
方
に
は
一
日
も
早
く
禁
煙
を
お

勧
め
し
ま
す
。）

　

で
は
、自
殺
は
防
ぎ
き
れ
な
い

も
の
、予
防
が
で
き
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
？
答
え
は
、「
ノ
ー
」で

す
。自
殺
の
多
く
は
う
つ
状
態
を

そ
の
背
後
に
抱
え
て
い
る
た
め

に
、自
殺
を
実
行
す
る
ま
で
に
は

何
ら
か
の
前
触
れ
、兆
候
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。職
場
の
同

僚
や
上
司
、家
族
、民
生
委
員
な
ど

の
地
域
の
方
々
が
う
つ
症
状
に
早

く
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
な
ら

ば
、防
げ
る
自
殺
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。例
え

ば
、精
神
面
で
は
、「
気
分
が
落
ち

込
む
」「
や
る
気
が
出
な
い
」「
物
事

に
集
中
で
き
な
い
」な
ど
の
う
つ

症
状
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。あ
る
い
は
、こ
う
し
た
精
神
症

状
で
は
な
く
、「
最
近
よ
く
眠
れ
な

い
」「
体
が
だ
る
い
」「
食
欲
が
落
ち

た
」「
頭
が
重
い
」な
ど
の
身
体
症

状
に
、う
つ
病
が
隠
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。家
族
や
同
僚
に
、

こ
の
よ
う
な
、う
つ
症
状
が
認
め

ら
れ
た
場
合
に
は
、専
門
医
へ
の

受
診
を
強
く
勧
め
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

　
「
仕
事
が
う
ま
く
い
か
ず
に
死

に
た
い
」と
い
う
言
葉
が
出
た
ら
、

冗
談
に
聞
こ
え
た
り
笑
顔
を
見
せ

て
言
っ
て
い
た
と
し
て
も
決
し
て

軽
く
考
え
ず
、よ
く
話
を
聞
い
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、う
つ
状

態
の
方
に
対
し
て「
頑
張
れ
、頑
張

れ
」と
い
っ
た
励
ま
し
は
、か
え
っ

て
事
態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
要
注
意
で
す
。限
度
を
超

え
て
頑
張
っ
て
い
る
ご
本
人
に

と
っ
て
、逆
に
あ
せ
り
や
絶
望
感

が
増
す
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

最
後
に
、友
人
を
自
殺
で
失
っ
た

方
の
文
章
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。「
自
殺
が
悪
い
と
か
、私
は

本
当
の
と
こ
ろ
は
分
か
ら
ん
。け
ん

ど
、こ
の
老
母
と
姉
の
悲
し
む
姿
を

見
る
限
り
正
解
や
と
は
思
え
ん
。

あ
ん
た
の
人
生
や
か
ら
、生
死
は
あ

ん
た
の
勝
手
か
も
し
れ
ん
が
、何
か

あ
ん
た
に
腹
が
た
つ
。」（
高
知
新
聞

「
声
ひ
ろ
ば
」よ
り
抜
粋
）

学　習　会

神
谷
中
学
校

薬
物
乱
用
防
止
教
室

を
開
催
し
ま
し
た

中
央
西
福
祉
保
健
所
だ
よ
り

第2回

減
ら
そ
う
！
自
殺

　放 送 大 学 4 月 入 学 生 募 集　
　放送大学はテレビやラジオで授業を行う通信制の大学
です。働きながら学びたい、生涯学習に興味があるなど、
様々な目的で、幅広い世代の方が学んでいます。
　ただいま４月入学生を募集しています。詳しい資料を
無料で送付いたしますので、お気軽にお問い合わせくだ
さい。
○募集学生の種類
―教養学部―
　科目履修生（６か月在学し、希望する科目を履修）
　選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）
　全科履修生（４年以上在学し、学士の学位の取得を目指す）
―大学院―
　修士科目生（６か月在学し、希望する科目を履修）
　修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）
○受付締切日
　２月１５日（木）
○資料請求（無料）・お問い合わせ先
　放送大学高知学習センター
　〒780‐8520　高知市曙町2‐5‐1（高知大学内）
　� 843‐4864　� 843‐4813
　放送大学ホームページ　http://www.u-air.ac.jp



１０
広報いの　1月号

　 　第３回いの町健康まつりを、１１月２６日（日）、すこ
やかセンター伊野で開催しました。
　「吾北清流太鼓一番風」の力強い演奏で幕をあけ、
健康づくり図画ポスター展の表彰式が行われました。
　今年は雨天にもかかわらず、約１，０００名の方にご
来場いただき、健康ウォーキング、体力チェック、
骨密度測定コーナー等には多数の方に参加いただい
て無事終了しました。
　健康まつりの準備企画にあたっては、多くの参
加・支援団体のご協力がありました。これからも、
健康づくり事業の積極的な対策と推進を皆さまとと
もに行っていきたいと思います。
 いの町健康づくり推進協議会

1 月 ・ 2 月 の 催 し 物 

 

○平成の招き猫展ＩＮ土佐Ⅶ
　１２月１日（金）～１月８日（月）
　全国の作家１０名による招き猫展を
開催。民芸的な作品や個性的なさ
まざまな招き猫、約１,０００点余を展
示販売。

○ナイル－野町和嘉写真展
　１２月２日（土）～１月３日（水）
　古代エジプト文明を育んだ大河ナ
イル。奥地では現在でも過酷な風
土の中で強靭に生きるドキュメン
ト写真５０点余を展示。

○山本容子版画展
　１月１１日（木）～２月１８日（日）
　版画家の山本容子さんの作品展を
開催。銅版画や手彩色、近作等６０
点余を展示。

○山中賢－写真展
　－てんさい（１０歳）集まれ－
　あれから１０年「途上、登場！」２０歳
　１月１１日（木）～１月２５日（木）
　旧吾北村小学４年生（１０歳）てん

さいが１０年を経て成人を迎える姿
を追った写真展。１０歳時と２０歳時
両方を１００点余展示。
　
○斉藤卓治「紙の昆虫たち」展
　１月１２日（金）～２月１１日（日）
　大阪市在住のクラフト作家、斉藤
卓治さんによる展示会。一枚の紙
から自然のひとコマを切り取った
ようなリアルな昆虫たち１００組余
展示。期間中は作品づくりの実演
も行います。
　作品づくり実演（会場内にて）
　１月１２日（金）・１３日（土）・１４日（日）
　２月１６日（金）・１７日（土）・１８日（日）

○第２２回書き初め大会作品展
　１月２８日（日）～２月１１日（日）
　１月７日開催の書き初め大会での
作品を一堂に展示。

紙の博物館は、１２月２７日（水）～１
月４日（木）は休館します。ただし、
１月２日（火）～３日（水）は開館し
ます。

 

○櫻花爛漫「さくらときもの」
　－併催寺岡ひろえ人形展－
　　１月２日（火）～１月８日（月）
　特選呉服いしはらの展示会。今回

は桜を題材に染めや織りの着物や
帯、和の小物など２００点余を展示
販売。その他、寺岡ひろえさんの
人形２０点余を展示。

○「伊勢型　古代型」展
　－着物　染帯　和装小物－
　２月８日（木）～２月１１日（日）
　京呉服あすかの展示会。伊勢型や
古代型で染めた着物や帯等を展
示。その他「山口伊太郎」の帯や
和装小物、座布団などあわせて
２００点余を展示販売。

○軸友会　はるの展示
　　　　　「私のしつらい」
　　１月２０日（土）～１月２８日（日）
　拓本家、井上拓歩さんの教室の皆
さんによる展示会。先生の指導の
もと、それぞれの個性が見える
「私のしつらい」が少しずつ表現
できるようになりました。拓本や
古布を使って作った屏風や掛け
軸、色紙掛けなど５０点余を展示。

ギャラリー・コパは、１２月２７日（水）
～１月４日（木）は休館します。た
だし、１月２日（火）～３日（水）は
開館します。

第3回　いの町健康まつり開催

「備　前　焼　展」
期　間　１月30日（火）まで　（水曜日休館）
時　間　10時～17時

会　場　土佐和紙工芸村内　ギャラリー創
内　容　備前焼・萩・流木の加工品・真珠のアクセ

サリー他300点を展示します。

土佐和紙工芸村だより　　� 892‐1001
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広報いの　1月号
１２

　
　
�　期　　　　日　２月４日（日）
　※小雨決行ですが、荒天などにより中止する場合

があります。
�　日　　程
　８：４５～　選手受付（すぱーく吾北集合）
　９：００　　開会式（すぱーく吾北）
　９：４０　　選手移動
　１０：３０　　スタート
　１２：３０～　閉会式（すぱーく吾北）
�　集合場所
　すぱーく吾北（小川高岩）
�　参　加　料
　町内チームは、１チーム５００円。
　町外チームは、１チーム３，０００円。

�　参加資格
　各区間を完走できる者５人で一つのチームを編成
すること。
�　コ　ー　ス　清水土居～下八川漉地の国道
�　表　　彰
　①優勝チームには優勝カップを授与します。
　②第３位までのチームには表彰状とメダルを授与

します。
　③部門ごとの区間第１位の者には区間賞を授与し

ます。
�　申込・問い合わせ
　教育委員会社会教育課 � 893‐2012
　吾北教育事務所 � 867‐2133
　本川教育事務所 � 869‐2331
�　申込期限　平成１９年１月１９日（金）必着
　　　　　　　※申込書が必要です。

�　部門・区間数・距離など
備　　　考距離区間区　　分

保護者の許可を受けた者１１．３㎞５区間小学生の部
町内チーム（町内在住・勤務者、体育会員等で構成）１６．５㎞　〃一般男子の部＜１部＞
町外チーム（１部以外の者で構成）１６．５㎞　〃一般男子の部＜２部＞
町内チーム（町内在住・勤務者、体育会員等で構成）１１．３㎞　〃一般女子の部＜１部＞
町外チーム（１部以外の者で構成）１１．３㎞　〃一般女子の部＜２部＞
男女混合で女性の年齢制限は３５歳以上１１．３㎞　〃壮年の部（４０歳以上）

�　日　　　　時　２月１８日（日）８時～１５時
�　場　　　　所　吾北運動場（下八川）
�　参　加　費　３，０００円（申込時にお願いします。）
�　参加資格
　小学生（男女混合可）で編成されたチーム
�　表　　彰　１位～３位チームにメダルと賞状等

�　主　　催　教育委員会・吾北中央公民館
�　申込・問い合わせ
　教育委員会社会教育課 � 893‐2012
　吾北教育事務所 � 867‐2133
　本川教育事務所 � 869‐2331
�　申込期日　２月２日（金）

◆100ｍ走◆　　 　
　３・４年男子の部
　　第３位　石原　龍太郎（伊野南小４年）１５秒０３
　５・６年男子の部
　　第３位　植野　孝哉（伊野小６年）　１３秒９０
　
◆走り高跳び◆　　 　
　５・６年女子の部
　　第１位　中田　瑠菜（伊野小６年）　１ｍ３０
　５・６年男子の部
　　第４位　植野　孝哉（伊野小６年）　１ｍ３７
　
◆1000ｍ◆　　 　
　５・６年男子の部
　　第４位　石元　航成（伊野南小６年）３分２４秒５５
　　第８位　大久保桂佑（伊野南小６年）３分２７秒７０
　

◆4×100ｍＲ◆　　 　
　１～４年男子の部
　　第２位　いの町陸上教室　６５秒１２
　　　　　　長谷川　颯（枝川小４年）
　　　　　　石川　愉貴（伊野南小４年）
　　　　　　石原龍太郎（伊野南小４年）
　　　　　　檀　夏色樹（伊野小４年）
　５～６年男子の部
　　第８位　いの町陸上教室Ａ　６１秒２８
　　　　　　西村　俊彦（伊野南小５年）
　　　　　　能勢　賢人（伊野南小５年）
　　　　　　大久保桂佑（伊野南小５年）
　　　　　　小笠原玲耶（伊野南小５年）
※昨年７月に開催された高知県選考会で第１位に輝
いた走り高跳びの中田瑠菜さんは、８月に東京・国
立競技場で開催された全国大会において、同記録
で７位に入賞しています。

第27回　吾北駅伝大会

第23回　高知県小学生陸上競技大会　場所・日程：春野陸上競技場　10月22日（日）

第4回　633美カップ小学生ソフトボール大会



１３
広報いの　1月号

　このコーナーでは、各園・学校の取り組みや様子をお知らせし、地域の学校としての情報発信を
しています。地域の皆さまには、様々な取組にご理解とご協力をいただいておりますが、今後とも
地域ぐるみで子どもの健全育成にかかわってくださいますよう、よろしくお願いします。 

小　川　幼　稚　園　・　小　学　校
　
　運動会　
　９月２３日に幼稚園・小学校の運動会をしました。それまで雨ば
かり続いて運動場で練習がほとんどできず教職員はやきもきして
いましたが、当日は絶好の運動会日和。９名の園児も、３０名の小
学生も「全力・協力・優勝目指せ　運動会」のスローガンの下、
すばらしい力を発揮し、感動を与えてくれました。園児のかわい
いしぐさに思わず涙と笑みがこぼれます。夏休み中に、お父さん
やお母さん、おばあちゃんが縫ってくださった愛情一杯こもった
法被を着ての「よさこいソーラン」。力も入ります。友だちの優し
い応援を受けて必死で練習した一輪車やマストのぼり。見ている
方もどきどきはらはら。今までに見せたことがないすばらしい走
りをした子、悔し涙を流した子、満足げな顔、顔。たくさんの地
域の方や保護者の方の応援がエネルギーになってどの子も主人公
になって頑張りました。本校卒業の中学生も、たくさん参加して
くださり、小学生があこがれる走りを披露してくれたり、係を手
伝ってくれたりしました。
　こうしたたくさんの方々のご協力で、すばらしい秋晴れの下、
また一つ、すばらしい「小川っ子魂」を広い広い運動場に、みんなの心に展開できた一日でした。
　
　小川読み聞かせの会・親子読書　
　読書好きな子、優しい子を育てようと、数年前より、ＰＴＡ研修部が主体で本の読み聞かせをし
ていました。今年は、ＰＴＡや地域全体に呼びかけて「小川読み聞かせの会」を結成し、週１回、
午後１時から１時２０分まで読み聞かせをしてくれています。
　地域のおじいちゃん、おばあちゃん、お母さん方が交代で読んでくださっています。楽しい絵本
に園児は嬉しそうに反応しながら、思わず「ええー」「こわいー」と声を出し聞き入っています。小
学生も、「声の出し方が上手。音読のお手本になる。」「続きを早く聞きたい。」と楽しい雰囲気の中、
集中して聞いています。小学生は全校で聞いていますが、上級生もかわいい絵本にうっとりとして

います。地域の方やお母さん方のあたたかい声や表情がそうさせ
るのでしょう。優しいしっとりとした時が流れています。
　一方、ＰＴＡ主催で親子の触れ合いを大事にしようと「親子読
書」にも取り組んでいます。月１回、親子で読み聞かせをし、読
書記録カードに絵や文をかき全家庭が提出します。ほのぼのとし
た感想が届いています。
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長　沢　小　学　校
＜学校教育目標　　「地域を愛し、未来を拓く力を身につけた児童に育成」＞

　長沢小学校では、めざす子ども像を「たくましい子ども・考える子ども・心豊かな

子ども」として、その具現化に向けて取り組んでいます。その一端をご紹介します。

◎たくましい子　 

　運動会は、保育園・中学校と一緒に行っ
ています。３年から６年まで子どもたちが
毎年、一輪車の演技を発表しています。今
年は、衣装にも工夫を凝らし、集団での演
技をりっぱにやり遂げました。春から休み
時間になると一輪車を練習する姿がありま
した。継続は力なり。毎日の積み重ねが成
功につながったと思います。今は、春に苦労していた１年生５名もスイスイ
と上手に乗れるようになっています。
　

　
　

◎考える子　 

　本校では、子どもたちの感性や国語
力を伸ばしていくために、毎日の読書
タイム、毎週水曜日の日記集会、月に一
度の音読集会、家庭での親子読書など
に取り組んでいます。１１月からは、保護
者の方に読み聞かせをしていただく活
動を始めました。読み聞かせをしてい
ただいたお母さんからは、「初めてで緊張したけど、子どもたちがちゃん
と聞いてくれていたので良かった。」という感想をいただきました。

　
　

◎心豊かな子　 

　７月の「氷室祭り」、９月の「敬老
会」、１０月の「ふるさと芸能大会」など、
地域の行事に参加し、学習の成果を発
表しています。また、１１月に、学校で
行う「長沢小学校げんきまつり」では、
子どもが企画・運営する出し物や保護
者・地域の方が行ってくれる出し物が
催されました。総合的な学習の時間などにおいても、地域に出て体験活
動や調べ学習など行っています。こうした活動を通して、地域の人々の
温かい心を感じ、地域の伝統・文化にふれることができています。
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伊　野　南　中　学　校
　９月１９日（火）伊野南中学校で運動会が開催されました。１７日（日）の予定でしたが、台風の影響
で順延となり、この日となりました。『獅子奮迅』をテーマに、各色による応援合戦は、工夫をこら
した特色あるものとなりました。当日は、総合練習の時より数段すばらしい出来映えとなり、応援
賞はどの色が取ってもおかしくない状態でしたが、見事な団結力で赤組が取りました。
　種目では、綱引きが白熱し、全員の力が一つに集中する南中の伝統種目となりました。
　優勝は、赤組が勝ち取り勝利の歓喜が運動場に響き渡りました。運動場での解散式では各色円陣
となり、応援団員さんのあいさつには胸が詰まる思いでした。３年生にとっては、最後の運動会と
なり思い出多き秋となりました。
　２学期のもう一つの大きな行事、文化発表会は、１０月１５日（日）に開催されました。テーマは『共
に生きる』で、「一人ひとりが主役になれる文化発表会に！」という目標のもと、弁論大会、合唱コ

ンクール、各クラスによる発表、各教科の発表等盛りだくさんの
内容がありました。また、ＰＴＡの方による　『いも天』の販売
や、地域の方による作品展示もあり、楽しいひとときが過ぎまし
た。
　校庭に鳴く虫の声が、季節の変わりを告げ、本格的な進路に向
け「３年生がんばれ」と天高く響いているように思われます。伊
野南中学校　ファイト！　

　枝川幼稚園が創立３０周年を迎えました　
　枝川幼稚園は今年で創立３０周年を迎え、１２月３日に、来賓の方々や地域の皆さま、代々の園長先
生、卒園生やその保護者の皆さまをお迎えして、園児、保護者と一緒に記念式典を行い、お祝いを
することができました。式典にひきつづき、枝川ブラスバンドによります記念演奏、元園長伊野部
茂廣先生のご指導のもと保護者が行った影絵の上演、風船飛ばしなど楽しいひとときを過ごしまし
た。多くの皆さま方のあたたかいご協力に保護者、職員一同、心より感謝しお礼申し上げます。
　記念誌も出来上がっています。ご希望の方は園までお問い合わせください。

いの町立枝川幼稚園創立３０周年記念事業実行委員会・枝川幼稚園職員一同

『実りの秋・南の秋』
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さあ！！いって・みて・やってみよう さあ！！いって・みて・やってみよう 

い の ス ポ ー ツ ク ラ ブ の お 知 ら せ 

注意事項 
　☆教室参加中の事故については主催者は応急処置は行いますが、以後は一切の責任を負いません。

参加者は、各自の責任において、事前に健康診断を受けるなどの万全を期してください。 
　☆貴重品は各自で保管してください。盗難、破損、紛失等について、主催者は責任を負いません。 

　保険について  
　・基本的にスポーツ保険に加入していただきます。（年間：中学生以下500円　一般1,500円） 
　・スポーツ安全保険は掛け金を振り込んだ日の翌日の0時から平成19年3月31日の24時まで有効です。 
　・いのスポーツクラブの行う平成18年度の事業にすべて適用されます。 

―――――――――――――　申込・問い合わせ　――――――――――――― 
いのスポーツクラブ（伊野公民館内） 

　・　　892‐2315　　Email：ino-sc170704@themis.ocn.ne.jp 
【担当】吉本　　【受付時間】平日月曜日～金曜日　9：00～12：00 

平成19年４月からの活動を目標にスタッフ一同心を一つにして頑張っております。 
皆さまの参加とご協力をお待ちしております。 

総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ 

開 催 日 時　1月13日（土）・20日（土）・27日（土）　9：30～12：00 

会　　　場　伊野体育館 

参 加 定 員　15名 

指　導　者　いの町体育会　卓球部　石川　正博 氏 

参　加　料　500円 

申込締切日　1月11日（木） 

持参する物　室内シューズ・運動のできる服装 

卓　球　教　室 小学生対象 

初心者成人の方を対象に、夜間コースで行います。週末、スポーツでしっかり汗をかきましょう。 

開 催 日 時　1月13日（土）・20日（土）・27日（土）　19：00～20：30 

会　　　場　伊野商業高校体育館 

参加対象者　一般　定員15名 

指　導　者　いの町体育会　卓球部　尾崎　伸安 氏 

参　加　料　1回につき500円 

申込締切日　1月11日（木） 

持参する物　室内シューズ・運動のできる服装 

初心者卓球教室 初心者・成人対象／夜間コース 

音楽に合わせて、楽しくステップしましょう。はじめての方もこの機会に挑戦しませんか？ 

開 催 日 時　1月13日（土）・20日（土）・27日（土）　10：00～11：00 

会　　　場　伊野体育館 

参加対象者　一般　定員30名 

指　導　者　エアロビクスインストラクター　久保　佐枝 氏 

参　加　料　1回につき500円 

申込締切日　1月11日（木） 

持参する物　室内シューズ・運動のできる服装 

初心者エアロビクス 音楽に合わせて楽しくステップ♪ 
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P e e k  a  B o oP e e k  a  B o o

～ あかちゃんとおかあさんの絵本の時間 ～ 
1月16日（火）10：30～11：00　　　☆毎月第3火曜日☆ 

＊くつしたのあな＊　　～おはなし会を開いています～ 
1月20日（土）14：30～ 

　5・6歳から小学生のみなさんのためのおはなし会です。ストーリーテリングや絵本の読み聞かせ
をしています。是非、遊びにおいでください。 

　乳幼児と保護者を対象に、１Ｆ絵本コーナーで手遊びや読み聞かせをしています。どなたでもお気
軽においでください。 

＊読み聞かせボランティア養成講座開講＊ 
　図書館では、乳幼児・児童またはその親に対し、本の紹介や読み聞かせを行うことのできる人材を
養成し、読者普及活動の輪を広げることを目的に、｢読み聞かせボランティア養成講座｣を今年度も
開講します。年齢、性別は問いません。多数のご参加をお待ちしています。 
　　　　日　時　1月19日（金）、2月16日（金）、3月2日（金）　10：00～12：00 
　　　　講　師　青山　章子さん（つくし文庫　神戸市在住） 

1月の展示 
・グリム童話を旅してみよう 
・情報！！暮らしのアイデア 
・バーバラ・クーニー 
　　　～魅力あふれる絵本たち～ 

『アンジェリーナはバレリーナ』 
作： キャサリン・ホラバード　絵： ヘレン・クレイグ　訳：おかだよしえ　講談社　2003年 

子どもたちに勧めたい本をご紹介します。 
本選びの参考になさってください。 

＊子どもの本棚＊ 

※1月は5日から開館します。 

さあ！！いって・みて・やってみよう 

9：30～18：00
本　　館

開館時間
枝川分室

毎週月曜日・祝日
館内整理日（31日水曜日）本　　館

休　館　日
月・水・金・日・祝日枝川分室
� 850－4360本　　館

電話番号
� 850－4350枝川分室

http://inolib.town.ino.kochi.jp　

　ねずみのアンジェリーナは、バレエが大好きな
女の子のねずみ。寝ても覚めてもバレエのことが
頭から離れずに、おどってばかりで勉強もお手伝
いもしません。だから、みんなは困ってしまいま
す…。そこで、お父さんとお母さんは相談して、
いい考えを思いつくのです。お父さんとお母さん
は、アンジェリーナにバレエの衣装をプレゼント
して、バレエ教室に通わせます……。
　アンジェリーナは、教室でみんなといっしょに
飛びあがったり、部屋中をおどりまわります。すると、先
生にほめてもらい、嬉しくてしかたがありません。
それからは、お手伝いもするようになり、友だちと
も仲良くあそぶようになりました。そして、いつか
きっと本物のバレリーナになろうと、何年も何年

もがんばって練習
したのです。やが
て、アンジェリーナ
は本当に有名なバレ
リーナになって大き
な舞台に立って踊る
ことができました。
　この本の中には、努力して努力してがんばれ
ば、夢はかなうというメッセージが込められてい
ます。子どもの中にある夢と憧れはもちろん、大
人もずっと持っていたい夢と期待をじんわりと膨
らませてくれる絵本です。２０年以上読み継がれて
いるイギリスの名作です。
読んであげるなら２才から　自分で読むなら５才から
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１８

いの町観光協会からのお知らせ 

いの町観光協会事務局（ギャラリー・コパ内）　　　 893‐1211　　　 893‐1205
問 い 合 わ せ 

　いの町観光協会（会長：細川治雄）は『いの町の資源を活用し、観光振興・町の元気づくりに役立つ
仕事をする』ことを活動の目標にしています。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

い の 町 素朴・本物見本市（仮称）3月3日・4日！
いの町には、自慢できる本物のものがたくさんあります。その宝物（資源）を紹介する催しを
計画中です。ご協力をお願いします。

　　　１．と　　き　３月３日（土）～４日（日）　※予定
　　　２．と　こ　ろ　いの町紙の博物館～いの大国さま～いの町商工会周辺
　　　３．内容（案）　①宝物（和紙、紙関連製品、木工、食、自然、アートなど）の展示と販売
　　　　　　　　　　②宝物（お雛様など）の展示　その他

　先日は、紙の博物館の見学と紙漉き体験をさ

せていただいてありがとうございました。紙漉き

体験ではかんたんな所からさせていただいたの

でたいへんだとは思いませんでした。本当は木

の皮をむいて、煮て、水であらうなど１１の作業が

ある中、私たちには「漉く」という所から始めさせ

ていただきました。漉く時にそれだけでも細かい

作業がいくつもあり、順番がわからなくなりそう

でした。紙作りの体験は２枚でかんたんなので楽

しかったです。本当にありがとうございました。 

（高知市内小学４年生） 

　先日は、博物館の中を見学させていただき

ありがとうございました。ぼくは、紙がどう

やって何でできているか知りたかって知るこ

とができました。紙漉き体験では、いろんな

道具があってむずかしいと思いました。すく

ってもちあげるときがむずかしかったです。

おもいのでおもいっきりもちあげました。す

るとそのいきおいでまけてしまいました。で

もうすいのができました。 

（高知市内小学４年生） 

●体験実習料 
　420円 
　　（葉書8枚又は色紙2枚又は卒業証書1枚） 

●体 験 時 間 
　9時～16時 

●所 要 時 間 
　約1時間（団体の場合はご相談ください。） 

●休　館　日 
　月曜日（月曜が祝日の場合はその翌日） 

●問い合わせ 
　紙の博物館　　 893－0886

手すき和紙体験をしてみませんか！！ 

体験した児童の感想です。（一部抜粋） 
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いの町グリーンツーリズムだより（第19回）

有料広告

　あけましておめでとうございます。
　平成１６年９月、いの町に元気の輪が広がっていくことを目的に、人と人のつながりを大切にする交流活
動を実践する“いの町グリーンツーリズム研究会”を立ち上げ、２年が過ぎました。その間、農村民泊部
会、体験部会、企画広報部会の３つの部会のもと、それぞれ様々な活動を進めてきました。
　
　農村民泊部会では、お客さまを迎え入れるための法令手続きを
はじめ、救急講習会、試行農泊、料理実習などを経て、７軒の農
泊を開業し、また、“より心のこもったおもてなしを”のために、
大分県宇佐市（旧安心院町）や愛媛県内子町、香美市（旧香北町）へ
の視察などを定期的に実施しています。
　
　体験部会では、焼き畑再興（本川地区）をはじめ、棚田保全（成
山地区）、地元学現地散策、自然体験など、地域の宝物を活かした
様々な活動を実践しています。
　
　企画広報部会では、本広報への連載をはじめ、農泊パンフレット作成、いの町グリーンツーリズム研究
会ホームページの開設・運営や、農村民泊部会と体験部会を連携する“おもしろ企画”を立案し、「建築巡
礼　in　いの」、「夏の涼と恵を満喫、仁淀川流域盛りだくさんツアー」などを実施しています。
　このように、こころの通った交流活動を身の丈に合わせて進めています。新年を迎え、わたしたち“い
の町グリーンツーリズム研究会”メンバーは、懐かしさにほっと安らぎ、新鮮さにはっと気づき、もっと
元気になる、そんないの町グリーンツーリズムを目指してがんばります。本年もどうかよろしくお願いし
ます。
　

　フレッシュメンバーの募集
　より一層の充実した活動を展開していくにあたり、まだまだ力不足を痛感する

今日このごろ。新メンバーを募集しております。皆さまも参画してみませんか！

いの町の宝物を磨きながら、我が町をもっともっと元気にしていきましょう。意

見交換の集いのみの参加、“いの町おもしろツアー”のスタッフ、視察、棚田保全、

料理実習への参加など、活動への参加形態は自由です。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご意見・問い合わせ・連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いの町グリーンツーリズム研究会
　　　　　　〒781‐2401　いの町上八川甲1934

　　　　　　事務局　いの町吾北総合支所地域振興課内

　　　　　　� 867‐2314　　� 867‐2337　E-mail:office@inogt.jp

香美市香北町への視察風景
（農村民泊部会）
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上下水道休日当番 

飼えなくなった 
犬の収集日程 

今月の納税 

※都合により当番医が変更となる場合があります。 
　受診の前に電話でご確認ください。 

休日当番医 

1

いの町上下水道組合 
　090‐9555‐6246

※吾北・本川地区の方は、処理手続きの都合上前日
16時までに各総合支所に連絡をお願いします。 

●伊野地区……役場本庁・各出張所 
●吾北地区……吾北総合支所 
●本川地区……本川総合支所 

問い合わせ　　環境課 　 893‐1160　 

伊野町生活改善グループ連絡協議会から一言 

問い合わせ 
　企画課 　 ８９３‐５８５５　　 ８９２‐０３５３ 

　Eメールアドレス　kikaku@town.ino.kochi.jp

【しょうがのおかし】 ■
材
料（
4
人
分
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国保税・介護保険料（本算定） 9期 

1月23日（火） 
2月7日（水）・27日（火） 
3月26日（月） 

受付時間  8：30～9：30

 
1（月） 
2（火） 
3（水） 
7（日） 
8（月） 
14（日） 
21（日） 
28（日） 

　 
4（日） 
11（日） 
12（月） 
18（日） 
25（日） 

 
893‐5111 
893‐0047 
893‐1551 
893‐0047 
893‐5712 
893‐0014 
892‐0296 
893‐5111 

　 
893‐0047 
891‐6678 
893‐1551 
893‐5111 
893‐0014

 
さ く ら 病 院  
関 田 病 院  
仁 淀 病 院  
関 田 病 院  
田 村 外 科  
森 木 病 院  
高 岡 内 科  
さ く ら 病 院  
　 
関 田 病 院  
天 王 診 療 所  
仁 淀 病 院  
さ く ら 病 院  
森 木 病 院  

――――――― 1 月 ――――――― 

――――――― 2 月 ――――――― 

－作り方－ 
①しょうがは皮を取りスライスして、１時間く
らい水に浸す。 

②たっぷりの湯で２～３回煮こぼす。 
③鍋に水をきったしょうがと砂糖を入れ、はじ
めは中火で煮る。 

　水分が無くなったら弱火にして、かき混ぜな
がら煮る。 

　水気が無くなれば出来上がり。 
　冷めたらカラリとせんべいのようになる。 
ワンポイント！ 
　香りよく、辛みも適当にあるしょうがのお菓
子として、体が温まり、血のめぐりをよくす
る健康食品と言われています。冬場のお茶う
けにどうぞ。 

　伊野町生活改善グループ連絡協
議会では、いの町産のしょうがを
使った加工品開発に取り組み、現
在「焼き肉のたれ」と「生姜焼き
のたれ」を作っています。 


